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③
森
林
整
備
の
省
力
化
の

更
な
る
推
進

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
北
海

道
の
土
地
面
積
８
３
４
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
、
約
４
割
に
あ

た
る
３
０
４
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

そ
の
８
割
近
く
を
天
然
林
が

占
め
、
世
界
自
然
遺
産
で
あ
る
知

床
を
は
じ
め
、
原
生
的
な
森
林
に

は
、
希
少
な
野
生
生
物
が
生
息
す

る
な
ど
、
学
術
的
に
も
価
値
の
高

い
森
林
が
数
多
く
広
が
っ
て
い

ま
す
。

一
方
人
工
林
で
は
、
戦
後
植
栽

さ
れ
た
ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ

等
が
資
源
と
し
て
成
熟
し
、
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
に
よ
る
地

域
振
興
や
循
環
型
社
会
の
構
築

へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
北
海
道
森
林

管
理
局
は
、
今
年
度
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

道
内
の
人
工
林
は
ト
ド
マ

ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
等
、
針
葉
樹
が

主
体
で
間
伐
期
か
ら
主
伐
期
に

移
行
中
で
す
が
、
中
に
は
自
然

に
生
え
た
広
葉
樹
が
混
ざ
っ
た

森
林
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

国
土
の
保
全
や
水
源
の
か
ん

養
な
ど
森
林
の
有
す
る
公
益
的

機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た

め
、
次
世
代
の
森
林
づ
く
り
は

現
在
の
森
林
の
状
況
を
評
価

し
、「
そ
の
森
林
が
ど
う
な
り
た

い
の
か
」
を
見
極
め
、
自
然
の

力
も
利
用
し
て
多
様
で
健
全
な

森
林
へ
誘
導
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
ド
ロ
ー
ン
や
全
天
球

カ
メ
ラ
等
の
新
し
い
ツ
ー
ル
を

用
い
た
効
率
的
な
森
林
調
査
の

普
及
を
進
め
、
人
工
林
内
に
ま

と
ま
っ
て
生
育
す
る
広
葉
樹
を

残
し
、
間
伐
を
行
っ
て
育
成
す

る
ほ
か
、
広
葉
樹
間
伐
材
の
有

効
活
用
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
次
年
度
に
全
て
の
主
伐

箇
所
で
多
様
な
森
林
づ
く
り
を

実
施
す
る
た
め
に
、
各
署
に
お

い
て
林
業
事
業
体
等
を
交
え
た

現
地
検
討
会
を
開
催
す
る
他
、

研
究
機
関
と
連
携
し
て
地
表
を

掻
き
起
こ
し
て
カ
ン
バ
類
な
ど

の
天
然
更
新
に
つ
い
て
も
取
り

組
み
ま
す
。

道
南
の
狩
場
（
か
り
ば
）
山

地
は
、
我
が
国
の
ブ
ナ
の
北
限

地
域
に
あ
た
り
、
原
生
的
な
森

林
が
ま
と
ま
っ
て
分
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
絶
滅
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
ク
マ
ゲ
ラ
の
生
息
地
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

狩
場
山
地
の
原
生
的
な
ブ

ナ
林
の
保
全
・
管
理
を
進
め
る

た
め
に
、
既
存
の
植
生
デ
ー
タ

の
収
集
・
分
析
、
現
地
調
査
を

行
い
、
保
護
の
必
要
性
が
高
い

区
域
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

有
識
者
に
よ
る
現
地
検
討
を
行

う
他
、
地
元
自
治
体
等
の
意
向

も
聴
き
な
が
ら
区
域
の
大
幅
な

拡
充
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

現
在
、
森
林
整
備
費
用
の
な

か
で
、
植
付
け
や
下
刈
り
等
の

初
期
費
用
は
全
体
の
７
割
と
大

半
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
伐
採
・
造
林
の
一

貫
作
業
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

伐
採
で
使
用
し
た
現
有
機
械
を

活
用
し
た
、
地
拵
え
・
植
付
け

作
業
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

コ
ン
テ
ナ
苗
の
利
用
を
一
層
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
緩
効
性
肥

料
の
施
用
に
よ
る
下
刈
り
の
省

力
化
効
果
を
検
証
、
下
刈
り
に

活
用
す
る
バ
ッ
ク
ホ
ウ
等
の
大

型
機
械
が
走
行
可
能
な
植
栽
仕

様
の
実
証
に
取
り
組
み
、
施
業

の
省
力
化
と
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

の
縮
減
を
検
討
し
ま
す
。

①

天
然
力
を
活
用
し
た

多
様
な
森
林
づ
く
り

コンテナ苗

②
生
物
多
様
性
保
全
の
推
進

人工林内に生育している広葉樹 

北海道森林管理局の重点取組事項 

狩場山地のブナとクマゲラ 

・広葉樹のまとまりは

保残し、間伐を行う

・針葉樹人工林のま

とまりは、主伐と再造

林を一貫して行う
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道
内
の
人
工
林
は
、
釣
鐘
型

の
い
び
つ
な
齢
級
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。

林
業
の
成
長
産
業
化
に
必
要

な
人
工
林
齢
級
構
成
の
平
準
化

を
目
標
に
、
大
径
か
つ
良
材
の

原
木
を
建
築
材
へ
の
利
用
を
要

件
と
し
て
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム

販
売
で
供
給
し
、
ト
ド
マ
ツ
や

カ
ラ
マ
ツ
と
い
っ
た
道
産
木
材

の
高
付
加
価
値
化
を
推
進
し
ま

す
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
十
分

な
利
用
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
「
末
木
枝
条
」
を
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
資
源
と
し
て
供
給
す
る

こ
と
に
よ
り
、
森
林
資
源
の
「
カ

ス
ケ
ー
ド
利
用
」
を
促
し
ま
す
。

大
規
模
山
地
災
害
へ
の
対
応

平
成

28
年
８
月
の
台
風
や

昨
年
７
月
、
８
月
の
豪
雨
な
ど
、

近
年
頻
発
す
る
集
中
豪
雨
や
地

震
等
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
に

備
え
、
山
腹
崩
壊
や
流
木
被
害

の
お
そ
れ
の
あ
る
地
区
に
お
い

て
、
予
防
・
減
災
対
策
を
よ
り

一
層
推
進
し
ま
す
。

被
害
状
況
を
迅
速
に
把
握
す

る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
や
C

A

D
を
活
用
し
た
効
率
的
な
手

法
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
、
講
習
会
を
通
じ
て
市
町
村

等
へ
も
技
術
を
普
及
し
ま
す
。

ま
た
、
山
腹
崩
壊
や
流
木
被
害

の
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
つ
い

て
、
流
木
捕
捉
式
治
山
ダ
ム
や
、

治
山
施
設
を
設
置
し
て
、
予

防
・
減
災
対
策
を
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

⑤
山
地
災
害
対
策
の
推
進

④
道
産
木
材
の
高
付
加
価
値
化

と
林
地
未
利
用
材
の
有
効
活

用
の
推
進

流木捕捉式治山ダム 
（十勝西部森林管理署） 

道政記者クラブにおける記者発表 

 ４月 18 日（木）、「北海道森林管理局

の重点取組事項」について、マスコミ各

社向けの記者発表を行い、記者のみなさ

んから熱心な質問を受けました。 

大径の原木は建築材へ 

平
成

年

北
海
道

胆
振
東
部
地
震
へ
の
対
応

震
災
当
日
の
ヘ
リ
に
よ
る

森
林
被
害
調
査
を
皮
切
り

に
、
非
常
食
料
の
提
供
、
地

域
の
危
険
箇
所
の
点
検
、
技

術
者
の
派
遣
、
木
材
の
供
給

な
ど
最
大
限
の
支
援
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ドローンによる 
被災地林道調査 
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は
じ
め
に 

留
萌
北
部
森
林
管
理
署
初
山
別

地
域
に
お
い
て
は
、
平
成
23
年
３

月
に
、
留
萌
振
興
局
、
初
山
別
村
、

遠
別
初
山
別
森
林
組
合
、
留
萌
北

部
森
林
管
理
署
の
４
者
で
初
山
別

地
域
森
林
整
備
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
協
定
で
は
、
森
林
共
同
施

業
団
地
を
設
定
し
、
民
有
林
と
国

有
林
が
協
調
し
て
適
切
な
森
林
整

備
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
森
林
の

持
つ
水
源
か
ん
養
、
土
砂
流
出
防

備
、
木
材
生
産
な
ど
多
様
な
機
能

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
国
有
林
83
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
民
有
林
１
３
６
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
間
伐
を
行
い
、
路
網
整
備
は

民
国
全
体
で
４
、
２
７
８
メ
ー
ト

ル
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

分
収
造
林
地
を
含
む
伐
採
箇
所
の

連
携
し
た
取
組 

 

当
団
地
に
は
初
山
別
村
と
の
分

収
契
約
を
し
た
造
林
地
が
有
り
、

近
く
主
伐
期
を
迎
え
る
林
分
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
面
積
が
小
さ

く
単
独
で
は
森
林
整
備
が
進
ま
な

い
状
況
で
す
。 

こ
の
た
め
、
分
収
造
林
地
を
含
む

当
地
域
の
森
林
整
備
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
隣
接
す
る
道
有
林
と
連

携
が
で
き
な
い
か
検
討
し
た
結
果
、

道
有
林
で
も
近
く
伐
採
の
予
定
が

あ
り
、
時
期
を
調
整
し
て
共
同
施

業
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
の
気

運
が
高
ま
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
う
し
た
中
、
昨
年
度
、
関
係
機

関
に
よ
る
共
同
施
業
団
地
の
運
営

会
議
、
現
地
検
討
会
等
を
開
催
し
、

契
約
方
法
や
時
期
に
つ
い
て
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

現
地
検
討
会
を
開
催
し
共
同
施
業
、

協
調
出
荷
の
共
有
化 

現
地
検
討
会
で
は
、
実
務
担
当

者
が
参
加
し
、
搬
出
予
定
線
や
土

場
の
位
置
等
を
確
認
し
た
ほ
か
保

安
林
の
間
伐
等
の
伐
採
お
よ
び
作

業
行
為
の
申
請
手
続
き
や
収
穫
調

査
方
法
、
分
収
造
林
地
の
主
伐
後

再
造
林
な
ど
幅
広
に
意
見
交
換
を

し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

そ
の
結
果
、 

①

道
有
林
の
路
網
を
利
用
し
て

国
有
林
の
伐
採
予
定
地
へ
ア
ク
セ

ス
す
る
こ
と
が
容
易
で
、
搬
出
路

の
短
縮
に
つ
な
が
る
。 

②

既
存
土
場
の
相
互
利
用
が
可

能
で
あ
る
。 

③

一
般
民
有
林
所
有
者
の
中
に

も
間
伐
を
行
う
意
向
が
あ
る
。 

こ
と
が
分
か
り
、「
地
域
全
体
で
作

業
コ
ス
ト
の
削
減
が
可
能
」
と
の

判
断
か
ら
、
現
在
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
連
携
し
、
効
率
的
に
森

林
整
備
を
進
め
る
か
調
整
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

お
わ
り
に 

地
域
の
民
有
林
に
お
い
て
は
、

集
約
化
が
進
ま
ず
、
小
規
模
・
分

散
的
な
木
材
の
搬
出
や
森
林
整
備

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後

は
森
林
共
同
施
業
団
地
以
外
の
民

有
林
に
お
い
て
も
共
同
施
業
、
協

調
出
荷
な
ど
の
連
携
し
た
森
林
整

備
を
進
め
、
地
域
全
体
で
集
約
化

や
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

初山別地域 
森林整備共同施業団地 

道有林

現地検討会の様子 

国有林 

一般民有林 

伐採予定箇所の遠景 
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管
内
概
要 

私
の
勤
務
す
る
風
連
森
林

事
務
所
は
上
川
管
内
の
名
寄

市
に
所
在
し
約
８
、
６
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
国
有
林
を
管

理
し
て
い
ま
す
。 

名
寄
市
は
平
成

18
年
に

名
寄
市
と
南
側
に
位
置
し
て

い
た
風
連
町
が
合
併
し
た
人

口
約
２
７
、
０
０
０
人
の
市

で
あ
り
、
農
業
を
基
幹
産
業

と
し
日
本
一
の
作
付
面
積
を

誇
る
も
ち
米
や
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
観
光
で
も
市
立
天

文
台
や
日
本
一
の
雪
質
を
誇

る
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
、
登

山
・
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

が
楽
し
め
る
ピ
ヤ
シ
リ
山
や

見
晴
山
、
比
翼
（
ひ
よ
く
）

の
滝
や
ナ
イ
オ
ロ
ッ
プ
の
滝

等
を
巡
る
ツ
ア
ー
な
ど
観
光

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
内
の
数
カ
所
は
国
有
林

内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。 

森
林
事
務
所
の
仕
事 

風
連
森
林
事
務
所
で
は
、

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
主
に

林
野
及
び
林
道
の
巡
視
や
各

種
事
業
の
監
督
業
務
、
国
有

地
と
民
有
地
の
境
界
巡
検
を

行
い
、
冬
期
間
は
冬
期
に
し

か
実
施
出
来
な
い
箇
所
で
の

事
業
の
監
督
や
積
雪
に
よ
り

林
内
で
の
移
動
が
容
易
と
な

る
こ
と
か
ら
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル

や
ス
キ
ー
を
使
用
し
地
況
、

林
況
等
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。 森

林
事
務
所
で
実
施
す
る

業
務
の
中
で
も
今
回
は
地
況
、

林
況
等
調
査
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
地
況
（
位
置
、
面

積
、
地
勢
（
方
位
・
傾
斜
・

標
高
）
等
）
と
林
況
（
林
種
、

樹
種
、
材
積
、
下
層
植
生
や

貴
重
な
野
生
生
物
の
生
息
や

生
育
状
況
等
）
の
調
査
の
こ

と
で
、
実
際
に
現
地
で
は
、

林
内
の
地
形
の
確
認
や
樹

種
・
樹
高
・
胸
高
部
の
直
径

を
調
査
し
対
象
と
な
る
区
画

（
林
小
班
）
の
現
在
の
蓄
積

を
把
握
し
、
こ
の
調
査
を
基

に
伐
採
や
植
栽
等
の
計
画
を

樹
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

私
と
し
て
は
、
森
林
官
の

業
務
の
中
で
も
こ
の
地
況
、

林
況
等
調
査
は
、
森
林
を
ど

の
よ
う
に
手
を
加
え
育
て
て

い
く
か
を
考
え
る
上
で
と
て

も
大
切
な
作
業
で
あ
り
、
場

所
に
よ
っ
て
は
道
路
か
ら
も

遠
く
作
業
条
件
も
厳
し
い
箇

所
も
あ
り
ま
す
が
重
要
な
仕

事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

最
後
に 

 

国
有
林
に
限
ら
な
い
こ
と

で
す
が
、
山
に
は
山
菜
や
キ

ノ
コ
等
の
採
取
、
登
山
や
釣

り
等
の
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
ベ

テ
ラ
ン
の
方
か
ら
あ
ま
り
山

に
入
っ
た
経
験
の
無
い
方
ま

で
様
々
な
方
が
入
林
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
経
験
の

有
無
に
関
係
無
く
万
全
の
準

備
を
整
え
怪
我
や
事
故
無
く

無
事
に
下
山
し
、
楽
し
い
思

い
出
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。 

上川北部森林管理署 

風連森林事務所 

森林官 山岡 史忠 

森林調査の様子 

ナイオロップの滝

見晴山 
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釧
路
湿
原
森
林
ふ
れ
あ
い

推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
標
茶

町
立
中
茶
安
別
小
中
学
校
の

学
校
林
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。 

同
校
は
標
茶
町
の
中
茶
安

別
地
区
に
所
在
し
、
小
学
校

と
中
学
校
が
併
設
さ
れ
た
小

規
模
校
で
、
少
し
離
れ
た
学

校
林
で
、「
森
林
環
境
教
育
年

間
指
導
計
画
」
に
よ
り
、
様
々

な
自
然
体
験
学
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

春
の
活
動
で
は
、
平
成
29

年
の
冬
に
学
校
林
の
一
部
が

伐
採
さ
れ
、
平
成
31
年
の
春

に
植
樹
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
児
童
・
生
徒
が

そ
の
跡
地
に
、
何
を
植
栽
し

て
、
ど
の
よ
う
な
学
校
林
を

目
指
す
の
か
を
検
討
す
る
基

礎
学
習
と
し
て
「
樹
木
の
観

察
」
を
企
画
し
ま
し
た
。 

こ
の
「
樹
木
の
観
察
」
で

は
、
小
学
生
と
中
学
生
の
2

班
に
分
か
れ
、
学
校
林
の
遊

歩
道
を
歩
き
な
が
ら
、
当
セ

ン
タ
ー
職
員
が
、
花
の
咲
く

木
や
実
の
な
る
木
等
の
樹
木

の
特
徴
を
解
説
し
ま
し
た
。 

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、

各
学
年
の
代
表
か
ら
植
栽
し

た
い
樹
木
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。 

夏
の
活
動
で
は
、
森
林
が

野
生
生
物
の
生
息
場
所
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
、
ま
た
、
自
分
や

地
域
と
自
然
・
森
林
と
の
つ

な
が
り
を
考
え
て
も
ら
う
こ

と
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
虫
な

ど
の
い
き
も
の
を
探
す
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。 ま

ず
始
め
に
、
森
林
管
理

署
の
担
当
者
が
、
ゲ
ー
ム
の

方
法
や
虫
の
探
し
方
を
説
明

し
、
そ
の
後
、
小
学
生
と
先

生
が

3
班
に
分
か
れ
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

各
班
は
、
遊
歩
道
や
笹

地
・
水
辺
等
で
、
虫
な
ど
の

い
き
も
の
を
探
す
と
と
も
に
、

見
つ
け
た
も
の
を
記
録
し
、

「
見
つ
け
た
場
所
ビ
ン
ゴ
カ

ー
ド
」
で
何
列
ビ
ン
ゴ
で
き

る
か
、
競
っ
て
い
ま
し
た
。 

秋
の
活
動
で
は
、「
来
春
の

学
校
林
の
植
樹
に
当
た
り
子

ど
も
達
が
、
森
林
の
将
来
像

を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
植

栽
す
る
樹
種
を
検
討
し
た
い

の
で
、
春
の
学
習
内
容
を
深

め
る
内
容
で
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
、
担
当
の
先
生
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
樹
木
の
特

徴
や
適
応
性
等
を
テ
ー
マ
と

し
て
企
画
し
ま
し
た
。 

植
栽
箇
所
で
当
セ
ン
タ
ー

職
員
か
ら
、
イ
ヌ
エ
ン
ジ

ュ
・
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
オ

ニ
グ
ル
ミ
等
の

17
種
類
の

樹
木
に
つ
い
て
「
花
・
実
・

紅
葉
が
美
し
い
」
や
「
香
り

が
良
い
」
等
の
特
徴
、
ま
た

「
人
工
林
で
必
要
な
作
業
」
、

「
木
と
植
え
る
場
所
の
相

性
」
、
「
森
の
い
き
も
の
」
等

も
解
説
し
ま
し
た
。 

最
後
に
各
班
の
代
表
か
ら

「
春
の
花
・
秋
の
実
等
、
四

季
を
楽
し
め
る
森
林
」
や
「
食

べ
物
や
薬
に
な
る
森
林
」
等
、

植
栽
し
た
い
樹
種
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
今
春
の
植
樹

が
楽
し
み
で
す
。 

釧路湿原森林ふれあい推進センター 

見つけたいきものをカードに記録 

学年代表による発表 

春に植栽する樹種を検討 

は
じ
め
に

春
の
学
校
林
活
動

秋
の
学
校
林
活
動

夏
の
学
校
林
活
動
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【網走中部森林管理署】 

3 月 16 日（土）、置戸町境野の境野（さかい

の）公民館の完成に伴って見学会が開催されま

した。 

見学会当日は、久しぶりの降雪にもかかわら

ず、置戸町民約 50 名が参加する中、公民館で

町役場担当者による概要説明の後、新公民館に

移動し、木材部分と非木材部分のコントラスト

が美しい館内で、真新しい木の香りに包まれな

がら見学・質疑応答が行われました。 

見学に参加された方々からも口々に「やっぱ

り木はいいね！」との声が上がっていました。

町面積の 8 割以上を森林が占める森林の町に、

木材の魅力にあふれた新しい見所が加わりまし

た。 

【十勝東部森林管理署】 

４月 15 日（月）、陸別森林事務所旧貯木場跡

地において地域から出材される木材の高付加価

値化を推進するため「銘木市丸太見方統一会」

を開催しました。 

十勝総合振興局森林室や、地域の林業事業体、

当署職員を含めて約 80 名が集まり、当署が 4

月 26 日の旭川銘木市に出品する丸太（マカバ、

メジロカバ、ミズナラなどの広葉樹をはじめ、

アカエゾマツなどの針葉樹）を見学しました。

参加者からは、「出品までの流れを聞くことが

できて参考になった」などの感想をいただき、

今後の銘木丸太の出品に向けて、有利な販売方

法など更に検討を進め取り組んでいくこととし

ました。 

【北海道森林管理局】 

４月 22 日（月）、北海道森林管理局の大会議

室において今年度の新規採用者の入庁式を行い

ました。 

新規採用者は、4 月１日から管内の森林管理

署等に配属されていますが、新規採用者研修に

臨むために局に集まりました。 

入庁式では新島局長から、森林づくりの答は

現場にある、森林の言葉がわかる技術者になっ

て欲しい、そして地域のために役立つことを第

一に考え仕事して欲しいという激励の言葉に、

22 名の新規採用者は決意を新たにしていまし

た。 

新規採用者は研修終了後、それぞれの職場で

活躍することになります。 

【東大雪支署】 

４月 19 日（金）、糠平小学校において小鳥の

村開村式及び糠平グリーンクラブ結団式が行わ

れました。 

この活動は、昭和 35 年から「自然に親しみ、

美しい自然環境の中で健康な身体と健全な精神

力を養い、自然保護について学習を行う」こと

を目的に続けられ、今年度末の小学校の閉校と

ともに、⻑い歴史に幕を閉じることとなります。 

副村長から「活動が終了する寂しさはあるが、

本日はおめでたい開村式。最後の一年、活動を

しっかりやりきろう」との言葉に気持ちを新た

にし、団員 4 名の決意表明が行われました。 

当支署としても最後の森林学習を思い出の残

る授業にしたいと今から意気込んでいます。 

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

置戸町境野公民館
完成見学会に出席
して

北海道森林管理局 
「入庁式」 

小鳥の村開村式
及び糠平グリー
ンクラブ結団式

銘木市丸太見方 
統一会を開催 
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お
知
ら
せ

ホオノキとヤマガラ（解像度300）.jpg

今
月
の
表
紙

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
花

北
海
道
の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

キ
タ
コ
ブ
シ
や
サ
ク
ラ
の
ほ

か
可
憐
な
花
が
次
々
開
花
し
て

い
ま
す
。

表
紙
の
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
花

は
、
珍
し
く
目
線
の
位
置
に
咲
い

て
い
ま
し
た
。
歩
道
な
ど
に
落
ち

て
い
る
の
を
ご
覧
に
な
っ
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
は
、
甘
い
樹
液

を
持
ち
、
折
れ
に
く
い
た
め
こ
ど

も
が
木
登
り
を
し
た
り
、
鍬
の
柄

（
え
）
な
ど
に
も
使
わ
れ
、
身
近

な
木
で
す
。

林
野
火
災
予
防
強
調
期
間

（
４
月
21
日
～
５
月
31
日
）

山
菜
採
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
一
人
一
人
が

意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
山
火
事

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
！

イ
ベ
ン
ト
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
北

海
道
内
の
国
有
林
等
で
開
催
さ

れ
る
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
カ
レ
ン
ダ

ー
」
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
皆
様
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
地
の
状
況
等
に
よ
り

内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
予
め
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。

広報 「北の森林 国有林」5 月号 

発行 北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 番 

ＩＰ電話 050-3160-6300

電  話  011-622-5213

F  A  X  011-622-5194 

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

駒ヶ岳・大沼森林ふれあい推進センターのホームページに掲載中の「樹木図鑑」を
リニューアルしました。
道南で見かける樹木 124 種を「葉の形」からの絞り込みや「樹種名」で検索する
ことができます。樹木の同定や「樹木博士認定会」の学習等にぜひご活用ください。 

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/komagatake_fc/guide.html 

葉の特徴を選んでいくと 

樹種名がわかるよ 

も り 
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